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１．課を取り巻く環境と求められる方向性

平成22年5月20日

消防防災課

奥野三男

奥野三男 4

課を取り巻く
環境と求めら
れる方向性

・魅力のある消防団の確立と地域の実情に即した消防団組織のあり方を検証し、消防団の活性化を図るとともに
地域防災体制の充実強化を図る。また、各種訓練の実施及び研修等へ参加し、消防職団員の専門的知識・技術
の向上に努め、消防防災体制の充実・強化を図り、住民ニーズに即した安全で安心して生活できる消防体制の整
備が求められている。【消防体制の充実】
・千葉県消防広域化計画が示されたなかで、今後県の動向を見ながら進めていく。【消防体制の充実】
・防災に対する町民の関心が高まりを見せている中、当町のおいては、これまで地域防災計画の見直しを随時行
うとともに防災備蓄品などの整備を進め、また、自治会を中心に自主防災組織の育成や関係団体と災害時におけ
る応援協定を締結するなど防災体制の充実を図ってきた。防災に対する取り組みについては、防災から減災へと
また防災実務の担い手についても、公共部門だけでは多様な事案に対応できないことは明確であるため、今後
は 社会的に行政 依存から「自助 公助 共助 取組が強く望まれ る 【災害予防対策】

れる方向性
は、社会的に行政への依存から「自助・公助・共助」の取組が強く望まれている。【災害予防対策】
・建物（住宅）火災を未然に防止することが町民の財産を保護する最大の要因であり、そのためには、火災の防止
方策及び被害の軽減方策などの情報提供をこれまで以上に実施していく必要がある。【火災予防対策】
・都市化の進展や自然環境の変化に伴い、災害の態様は大規模かつ複合化の傾向を強め、テロ災害等への対
応まで広範囲に及んでいる。また、救急についても、高齢化社会への進行や傷病構造の多様化により、一段と増
加の傾向にあり消防が担う役割はますます重要となっており、そのためには、車両の更新・救急救命士の拡充・
町民参加による応急手当の普及啓発活動等積極的な取り組みが強く望まれている。【消防活動体制の整備】

２．課の展望、目標、使命

課の展望

課が目指す
町民生活や
地域社会の姿

指　　　標
H21
目標値

（H21）実
績見込値

H22
目標値

行政・町民が防災や防火に対する強い危機意識を持つとともにそれぞれの役割を明確にすることにより、災害等
に強いまちづくりが行われている。

備　　　考
（指標の説明、目標値の根拠、データ取得方法　等）

消防団員の定数確保 85% 83% 90％

平時で災害及び非常事態
に対する心構えができてい
る職員・住民の人数

4,200人 3,700人 4500人

火災・救急・救助等に的確
かつ迅速な行動がとれるた
めの訓練回数

60回 69回 72回

消防団員定数に対する実団員数の割合

防災訓練等の参加者数
（Ｈ１８～２２までの地区別防災訓練参加者数）
（２２３００×２０％＝４５００人）

課の目標
日常における訓練回数

住宅火災件数 0件 5件 0件
課の展望を数値
で具体化したもの。
H22年度末の
達成目標

火災発生件数

課の使命

上記展望を実現す
るために、課が果
すべき役割

町民の生命・身体及び財産の火災からの保護、水火災又は地震等の災害の防除及びこれらの災害による軽減を
図るとともに、消防広域化を視野に入れた消防防災体制の充実を行う。



３．課の経営方針

課の経営方針

・消防職員としての専門的知識・技術・能力の向上を図るとともに、消防団員のサラリーマン化等による定数確保
が困難な状況であるため、消防団の活性化により団員の確保を目指す。【消防体制の充実】
・各種災害が起きた場合にいかに被害を最小限度にくいとめるかを訓練等を通して、職員・住民に災害に対して強
い危機意識を持ってもらうとともに、協定を前提に流通品を活用した支援物資等の備蓄を推進する。また、武力攻
撃事態等に対しての国民保護計画の内容等について住民に対して啓蒙活動を推進する 【災害・国民保護】

課 経営方針
（平成２２年度）

４ 施策の優先度

撃事態等に対しての国民保護計画の内容等について住民に対して啓蒙活動を推進する。【災害・国民保護】
・多様化する災害（火災・救急・救助）に対応するためには、消防力の増強が求められている。そのためには消防
職員の知識・技術については、訓練等を通して迅速かつ的確に対応できるようにするとともに、資機材等の更新・
整備を実施する。【警防活動体制の充実】
・住民等に対して、防火意識の高揚を図るため、広報等による啓蒙活動を実施する。【火災予防対策】

事業費 人員 地域資源

４．施策の優先度

班　　　名 特性分類
成果の
方向性

資源投入の方向性

優先度施　策　名

総務班 ↑ → → → Ｂ

防災班 ↑ ↑ ↑ ↑ Ａ

警防班 ↑ ↑ → → Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

消防体制の充実

災害対策の整備

警防活動体制の充実警防班 ↑ ↑ → → Ｂ

予防班 ↑ → → → Ｂ

Ｂ

Ｂ

警防活動体制の充実

火災予防対策の推進

1

N0

5．平成２１年度の課の経営方針及び取り組み結果

平成２１年度取り組み

機能別消防団員制度の導入に向けた検討を行った。

平成２１年度取り組み結果

準備段階として、活動服を整備して基本消防団員
との合同訓練または、独自に資器材取扱訓練等
を実施した。

2

3

地区別防災訓練の参加者を増やすため、地域行事や消防団
活動などと重ならないよう、３回の日程で実施した。

救急・救助業務が増加する中、訓練が十分行えるように、１回
の訓練時間を短縮した。

を実施 。

例年６回の日程で土曜日に実施していたが、半数
の３回であったため参加者数は大幅に減少した。

目標値を上回った。１回の訓練時間を短縮した結
果、災害と被りにくくなり完結できるようになった。

4
消防団と連携した火災予防巡回活動を行った。地区別防災訓
練での住民への消火訓練指導及び送水中継訓練を公開し、
火災への認識を広めた。

５件の住宅火災が発生したが、人命に被害は及
ばなかった。


